
◇児童扶養手当の月額について
　手当の月額は、受給資格者（ひとり親
家庭の父や母など）が監護・養育する子
どもの数や、受給資格者の所得などによ
り決定します。
○児童１人の場合
全部支給：41,720 円
一部支給：9,850 円～ 41,710 円
○児童２人以上の加算額
２人目：上記月額に 5,000 円加算
３人目以降：上記月額に3,000円ずつ加算

≪所得制限限度額表≫

※扶養義務者の所得が限度額を超過した
場合、手当月額は０円、限度額未満
の場合は受給資格者の所得による判
定額が手当月額となります。

※８月以降の手当は平成 22年度（平成
21年中）所得により月額を決定します。
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児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
子
ど
も
を
育
成
す
る
家
庭

（
ひ
と
り
親
家
庭
）
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与

し
、
子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
次
の
要
件
に
該
当
す
る
子
ど
も
に
つ
い
て
、父
が
監
護
（
子

ど
も
を
監
督
し
、
保
護
す
る
こ
と
）
し
、
か
つ
、
生
計
を
共

に
し
て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◦
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

◦
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

◦
母
が
一
定
程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
子
ど
も

◦
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も

◦
母
が
１
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
子
ど
も

◦
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
子
ど
も　
　
な
ど扶養人数

（税法上）
受給資格者の所得

全部支給 一部支給
0 人 19万円未満 192万円未満
1人 57万円未満 230万円未満
2人 95万円未満 268万円未満
3人以上 上記金額に 38万円ずつ加算

扶養人数
（税法上）

扶養義務者＊の所得
（＊…同居する３親等以内の親族）

0 人 236万円未満
1人 274万円未満
2人 312万円未満
3人以上 上記金額に 38万円ずつ加算

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
お
住
ま
い
の
市

町
村
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。
今
回
の
父
子
家
庭
へ
の
支
給

は
、
平
成
22
年
８
月
分
か
ら
開
始
と
な
り
ま
す
が
、
申
請
日

と
支
給
開
始
月
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
人

→
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
「
８
月
分
」
か
ら
の
手

　
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
８
月
１
日
以
降
に
支
給
要
件
に
該
当
し
た
人

→
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
「
支
給
要
件
に
該
当
し

　
た
日
の
翌
月
分
」
か
ら
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
11
月
30
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請
は
、「
申
請
日
の
翌
月

　
分
」
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

　
市
で
の
申
請
に
は
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

◦
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

◦
請
求
者
名
義
の
預
金
通
帳

◦
印
鑑
（
認
印
可
）

◦
そ
の
ほ
か
必
要
な
書
類
（
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
り
ま
す
。）

■ 
児
童
扶
養
手
当
と
は
…

■ 

父
子
家
庭
へ
の
支
給
要
件
は
…

■ 

手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
…

■ 

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
…

　
平
成
22
年
度
子
ど
も
手
当
現
況
届
は
、
６
月
上
旬
に
提
出

が
必
要
な
人
に
現
況
届
を
発
送
し
て
い
ま
す
。
こ
の
届
は
今

後
の
手
当
を
受
け
取
る
た
め
の
大
切
な
手
続
き
で
す
の
で
、

忘
れ
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
４・５
月
中
に
子
ど
も
手
当
新
規
認
定
請
求
ま
た
は

子
ど
も
手
当
額
改
定
認
定
請
求
を
行
っ
た
人
は
、
今
年
度
の

現
況
届
は
提
出
不
要
で
す
の
で
、
用
紙
は
送
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
中
の
人
（
上
記
父
子
家
庭

は
除
く
。）
は
、
毎
年
８
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

手
続
き
が
必
要
な
人
に
は
８
月
初
旬
に
案
内
文
書
を
送
付
し

ま
す
が
、
内
容
確
認
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

受
給
者
本
人
が
こ
ど
も
家
庭
課
ま
た
は
各
支
所
住
民
福
祉
課

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。　　
【
提
出
期
限　
８
月
31
日
㈫
】

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
を
対
象
に
支
給
さ
れ
る
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
は
、
所
得
状
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
手
続
き
が
必
要
な
人
に
は
８
月
中
旬
に
案
内
文
書
を

送
付
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
【
提
出
期
限　
９
月
10
日
㈮
】

　　
い
ず
れ
の
手
当
も
こ
れ
ら
の
届
で
受
給
者
の
現
在
の
状
況

な
ど
を
確
認
し
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
要
件
が
あ
る
か

ど
う
か
を
判
定
し
ま
す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、８
月
分
（
子

ど
も
手
当
に
つ
い
て
は
６
月
分
）
以
降
の
手
当
を
受
給
で
き

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　
こ
ど
も
家
庭
課　
☎
22
・
９
６
５
４　
ＦＡＸ
22
・
９
６
４
６

　
各
支
所
住
民
福
祉
課

■ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

■ 

児
童
扶
養
手
当
現
況
届

■ 

子
ど
も
手
当
現
況
届

※
重
要
※ 

手
当
関
係
の
お
知
ら
せ

～
８
月
１
日
か
ら
支
給
開
始
～

児
童
扶
養
手
当
の

父
子
家
庭
支
給
に
つ
い
て

～
８
月
１
日
か
ら
支
給
開
始
～

児
童
扶
養
手
当
の

父
子
家
庭
支
給
に
つ
い
て
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できるかな？
楽がきくらぶ

　７月３日、阿山公民館
で親子でものづくりを楽
しむ「楽がきくらぶ」を
開催しました。
　この日は親子 11 組が
参加し、たまごパックを
使ってビー玉の穴落とし
ゲームを作りました。た
まごパックに穴を開けた
り、セロテープを貼った
り、親子で協力して作り
上げました。完成後は、
ゲームで楽しく遊び、親
子のふれあいを楽しんで
いました。

　７月４日、上野ふれあいプラザ駐
車場で開催された社会を明るくする
運動に、市立桃青の丘幼稚園の子ど
もたちが参加しました。
　出発式の後に行われたパレードで
は、社会を明るくする運動と書いた

横断幕を先頭に銀座パレードをしました。また、パレード
を終えた子どもたちは、普段幼稚園で踊っているダンスと
この日のために練習をした
ダンスを披露しました。年
長組の３クラスおよそ60人
のダンスは、とてもかわい
らしく、その姿をビデオや
カメラに収めようとたくさ
んの保護者が集まりました。

伊賀市がもっと明るくなるといいな
社会を明るくする運動

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す 

　

広
告
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。
掲
載
料
は
１
枠
（
縦
５
㎝

×
横
９
㎝
）
２
万
円
で
す
。

　

掲
載
を
希
望
す
る
号
の
２
カ
月
前

か
ら
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

広
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
秘
書
広
報
課
（
☎
22
・

９
６
３
６
）ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
掲
載
の
広
告
に
つ
い
て
不
明
な 

　

点
は
直
接
広
告
主
へ
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

総合サービスINAX

　７月19日、予野地区の伊賀市農業公園ふれあい広場で、農
業ふれあいまつりを開催しました。
　このまつりは、都市住民と農村住民との出会いやふれあい
を通して、地元農畜産物の普及や地産地消の拡大、農村地域
の活性化を促すことを目的としています。
　会場に設けられたステージでは、バンド演奏や芸能ショー
などが行われ、園芸相談コーナーや、足湯、ホールインワンゲー
ムなどが人気を呼んでいました。

みんな集まれ！
第 13 回 農業ふれあいまつり


